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令和 5（2023）年

2 月 １日 ２面…�第 14 回ひばりが丘フェスティバル／ライフデ
ザイン講座／コンサート／イスに座って！やぎ
さわディスコ／日曜活動サークル一日ロビー見
学体験会（田無）

３面…�地域講座／趣味の講座／くらしを彩る講習会／
ムービールーム柳沢／「市内ちょこっと駅さん
ぽ④」～東伏見駅編～

西東京市

公
民
館
か
ら

　

毎
回
子
ど
も
た
ち
の
柔
軟
な
発
想
に
驚
き
、大
人
に

と
っ
て
も
多
く
の
気
づ
き
の
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
師
の
西
東
京
レ
ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ド
は
、市
内
の
イ

ベ
ン
ト
や
勉
強
会
で
防
災
の
情
報
や
学
び
を
広
げ
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
地
域
で

協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
う
れ
し
い
、誇
ら
し
い
」と

の
思
い
で
協
力
い
た
だ
い
た
３３
人
に
は
、西
東
京
レ
ス

キ
ュ
ー
バ
ー
ド
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、避
難
所
運

営
協
議
会
や
地
域
の
方
々
も
含
ま
れ
ま
す
。２
回
の
事

前
学
習
会
で
学
び
合
い
、準
備
し
て
の
参
加
で
す
。

　

防
災
の
備
え
で
大
事
な
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、日
頃
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
す
。ま
ち
な
か
先
生
の
取
り

組
み
で
、子
ど
も
た
ち
に
学
び
を
届
け
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
多
く
の
小
学
生
に「
命
を
守
る
防
災
の
学
び
」

を
届
け
る
と
共
に
、い
ざ
と
い
う
時
に
地
域
の
担
い
手

と
な
る
中
学
生
と
学
び
合
う
機
会
へ
と
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

西
東
京
市
に
は
、太
平
洋
戦
争
下

に
Ｂ
29
に
よ
る
爆
撃
で
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。ま

ち
な
か
先
生
平
和
講
座
で
は
、戦
時

下
の
空
襲
体
験
を
親
か
ら
伝
え
聞
い

た
方
が
、当
時
の
様
子
を
子
ど
も
た

ち
に
語
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
西

東
京
市
の
歴
史
を
深
く
理
解
す
る
と

同
時
に
、自
分
の
住
む
ま
ち
に
も
戦

争
が
あ
っ
た
こ
と
、平
和
の
尊
さ
、命

の
尊
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し

て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
小
峰
立
丸
さ
ん（
総
持

寺
住
職
）・
萩
原
直
規
さ
ん（
株
式
会

社
ア
ス
タ
西
東
京
取
締
役
）を
迎
え
、

近
代
・
昭
和（
戦
中
・
戦
後
）の
西
東

京
市
の
歴
史
を
話
し
て
も
ら
い
ま

す
。空
襲
体
験
２
世
と
し
て
の
実
体

験
も
交
え
、当
時
の
こ
と
を
語
り
継

ぐ
こ
と
で「
語
り
部
」の
担
い
手
を
次

世
代
に
繋
い
で
い
く
こ
と
も
、こ
の

講
座
の
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
こ
の
講
座
で
は
、子
ど
も
た

ち
が
聞
い
た
こ
と
を
も
と
に
互
い
に

意
見
を
出
し
合
い
、講
師
や
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
の
大
人
た
ち
と
分
か
ち
合

う
こ
と
も
、大
切
な
学
び
と
捉
え
、グ

ル
ー
プ
学
習
の
時
間
も
設
け
て
い
ま

す
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
地
域

の
大
人
と
関
わ
る
機
会
で
あ
り
、大

人
た
ち
に
と
っ
て
も
毎
回
発
見
の
あ

る
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
先
生
防
災
講
座
は
、私

た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
に
災
害

（
風
水
害
）が
発
生
し
た
ら
何
が
起
こ

る
か
想
像
し
、東
京
都
が
作
成
し
た

「【
東
京
防
災
】東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」を
使
っ
て
、い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、各
自
の「
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
シ
ー
ト
」を
作
成
し
、こ
の
学

び
の
過
程
を
通
し
て
、日
頃
か
ら「
備

え
る
」こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

ま
す
。

　

市
内
の
市
民
活
動
団
体「
西
東
京

レ
ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ド
」を
講
師
に
、発

災
前
に
提
供
さ
れ
る
情
報
の
集
め

方
、風
水
害
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
や
避

難
所
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。そ
の
後
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
分
の
家
を
探

し
、浸
水
深
や
避
難
経
路
を
確
認
し

ま
す
。各
自
の「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
シ
ー
ト
」作
成
に
は
、各
班
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
西
東
京
レ
ス
キ
ュ
ー

バ
ー
ド
の
メ
ン
バ
ー
や
、地
域
の
大

人
が
子
ど
も
た
ち
に
声
を
掛
け
一
緒

に
取
り
組
み
な
が
ら
全
員
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

　

最
後
に
各
自
が
感
じ
た
こ
と
、考

え
た
こ
と
を
各
班
で
話
し
合
い
、全

体
に
発
表
し
共
有
し
ま
す
。小
学
生

で
も
自
宅
や
避
難
所
で
役
に
立
て
る

と
い
う
こ
と
や
、学
ん
だ
こ
と
を
、家

族
や
他
者
へ
伝
え
、具
体
的
な「
備

え
」に
つ
な
げ
る
意
識
を
高
め
て
い

ま
す
。

公
民
館
か
ら

　

現
在
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
続
い
て

い
ま
す
。戦
争
と
は
い
っ
た
ん
始
ま
っ
て
し
ま
う
と
、終

わ
ら
す
こ
と
が
本
当
に
難
し
い
と
誰
も
が
実
感
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

西
東
京
市
は
昭
和
19
～
20
年
に
か
け
て
大
き
な
空
襲

被
害
を
受
け
た
経
験
を
も
つ
市
で
す
。

　

平
和
講
座
は
、78
年
前
、自
分
の
住
む
ま
ち
に
本
当
に

あ
っ
た
出
来
事
を
知
る
こ
と
で
、戦
争
と
は
ど
れ
ほ
ど

恐
ろ
し
い
も
の
か
を
子
ど
も
た
ち
が
自
分
事
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
侵
攻
以
降
特
に
、子
ど
も

た
ち
の
感
想
に
は
、平
和
を
守
り
た
い
思
い
が
い
っ
ぱ

い
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
思
い
を
大
人
が
し
っ
か

り
受
け
と
め
、大
人
も
自
分
事
と
し
て
考
え
る
こ
と
が

大
切
な
の
だ
と
、子
ど
も
た
ち
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。ま

た
、講
師
陣
に
は
、こ
れ
か
ら
も
貴
重
な
語
り
部
と
し

て
、子
ど
も
た
ち
に
平
和
の
尊
さ
を
語
り
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　『まちなか先生』をご存知ですか？令和３年度から、市の教育計画に基づいて「地域と学校との連携・協働」、「地域全体で子どもの成長を支え
ること」、「学校を核とした地域づくり」を目的に、社会教育課、図書館、公民館の３つの部署で実施している『まちなか先生』事業。公民館では、市
民や団体の学びの成果を地域に還元する事業の一つとして、市内の小中学校に出かけ子どもたちに講座を行っています。今年度は、平和講座と
防災講座の２つのメニューで、９校２教室、計11回実施しました。今号では、具体的に公民館が学校でどんな講座をしているのかご紹介します。

平和講座と防災講座

地域と学校と
公民館の
連携事業

1t 爆弾模型を囲んでその大きさに驚く子どもたち

高低差が分かるジオラマを見ながら自宅を
確認する子どもたち

子どもたちの感想（一部抜粋）
　へいわな地球にするためにせんそうをやめて、ケンカがな
い世界をめざしたい。この国はどう思っているのか、ほかの
国やともだちが思っていることもちゃんと考えて生きてい
きたい。（小３）

　西東京にもばくだんが落とされ
てたことを初めて知りおどろきま
した。ウクライナの戦場の様子は
テレビでしか分からないけれど、
他人事だと思わず身近に感じてい
きたいと思います。（小６）

　身近な所に戦争があったと考えると、とても怖いと思っ
た。実際に体験した方々が高齢化して、話を受け継ぐ人が少
なくなってきている今、私たち若い世代が、戦争はしてはい
けないと受け継ぐ必要があるな！ とも思った。（中３）

学校の先生の感想（一部抜粋）
　自分自身の父も東京北区で空襲
の経験があり、その時の話を何度も
聞いている。悲惨な経験をリアルに
聞いた経験から「戦争はいけない」
と心から思うようになった。そうし
た語りを期待して「まちなか先生の
平和講座」を選んでいる。来年もお
願いしたいと思っている。

　国語の教師だが、近年は教科書か
ら戦争の教材が減っていて、子ども
たちに戦争の恐ろしさを伝える機
会が減ってしまった。こうした機会
が本当に大切と思った。子どもたち
にもちゃんと伝わったと思う。

　自分が住む地域に関心を持っ
て臨んでいた。７月には豪雨（水
害）のニュースも目立ち、子ども
たちの関心も高かったと思う。
地域に目を向けたことで、自分
事になっていたと感じる。

　各班に大人が入ってサポー
トいただき感謝しています。

　授業や学校の取り組み（「水
害」「夏休みの宿題テーマ」「地
域との防災訓練」等）とつなが
り、学びが深まっていると感じ
ています。

学校の先生の感想（一部抜粋）
　非常時用リュックの食料の消費期限などの確認もちゃんとしな
いといけないと思った。何を持っていくかを先に決めておかないと、
もっと時間がかかると分かった。（小４）
　避難指示が出されてから、災害が起こるま
での時間は準備などの時間を入れていると、
すごく短いということが分かりました。（小５）
　高齢者や小さい子どもはなるべく体育館の
中でも安全な所に行ってもらう。自分にできる
ことを探す。（小４）
　避難所の生活はつらそう。でも誰かの助けになるようなことは、た
くさんできると思う。（小５）
　体育館が避難所になると自分のプライベートがなくなってしまう
のが苦しい。ボランティアに参加する。楽しく過ごせるように音楽を
流す。（小６）

子どもたちの感想（一部抜粋）

防
災
講
座
の
概
要

平
和
講
座
の
概
要

今月号の内容



　障がいのある人もない人も年齢も
関係なくイスに座ってのディスコに
挑戦！ 楽しみましょう！ 
　入場無料！ 初めての方も大歓迎
です。
時 �２月19日（日）14時～ 15時20分
（13時45分開場）

※途中に休憩（換気・水分補給）あり
場 柳沢公民館
定 25人（申込順）
申 �２月３日（金）９時から電話また

は柳沢公民館窓口まで
※�やぎさわディスコ実行委員会との

共催
【やぎさわディスコ実行委員会とは】
「障がいのある人も年齢も関係なく
一緒に楽しめる場を西東京市に」と
願う市民が実行委員となり、企画運
営しています。興味のある方は公民
館にご連絡ください。

西東京市公民館だより2023. 2. 1 ⑵

時とき　場ところ　対対象　定定員　内内容　講講師　¥ 費用等　保保育　持持ち物　申申込　連連絡
声の「公民館だより」をお届けしています。知り合いで希望される方がいらっしゃいましたら、谷戸図書館（電話042-421-4545）へお問い合わせください。

　あなたの「何か始めてみようかな」
を実現できるサークルに出会えるか
もしれません。
時 �２月26日(日)
内 �10時…中国二胡縁楽団／ 10時

半…失語症の会・西東京／ 11時
…あめんぼ青年教室（午前グルー
プ）／ 11時半…韓国語を学ぶ会
／ 12時…キッズダンス・スパイ
ラルキューブ／ 12時半…健康体
操・自力整体　田無向台／ 13時
半…お話会・安房直子倶楽部／
14時…西東京マジッククラブ／
14時半…あめんぼ青年教室(午
後グループ) 

場 田無公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 １団体の見学体験12人（申込順）
申 �２月３日(金)10時から電話か窓

口で田無公民館へ
※�障がい者学級あめんぼ青年教室

は、ボランティアスタッフを募集
しています。

日曜活動サークル
一日ロビー見学体験会

田無

メールでの講座申し込み方法
電話での講座申し込みは、平日9時～17時にお願いします。

アドレス：１面上部参照
件名：講座名
本文：�氏名（ふりがな）・電話番号・

住所・年代

イスに座って！
やぎさわディスコ

柳沢 共催事業

ひばりが丘フェスティバルひばりが丘フェスティバル 事前予約不要
（開場9：50）10:00 〜 16:00

3月5日（日）令和5年第14回

谷戸

　中世ヨーロッパの不思議な音の世
界を楽しもう！ 現在によみがえっ
た中世の音楽芸人近藤治夫さんが一
人十役で本当にあったへんてこな楽
器を奏でます。子どもからお年寄り
まで楽しめるコンサートです。 
時 �２月26日（日）14時～ 16時
場 �谷戸公民館
対 �市内在住・在勤・在学者優先
※� �小学校低学年以下のお子様は親

子同伴で参加可。
定 �40人（申込多数の場合は抽選、家

族・友人などのグループ〈４人程
度まで〉での申込可）

内 �リコーダーの本当の音色は？ バ
グパイプはスコットランドだけ
じゃない！ こんなに曲がった楽
器はどんな音？ 片手は太鼓、片
手は笛、一人でおはやし。クラ
シック音楽の昔はこうだった。

講 �近藤治夫（中世音楽演奏家、ジョ
ングルール・ボン・ミュジシャ
ン主宰）

申 �2月1日（水）９時から20日（月）
17時までに電話か市 HP（申込
フォーム）で谷戸公民館へ

コンサート

不思議な楽器の演奏会
～中世ヨーロッパの愉快な響き～

　「労働」じゃなく「仕事」をするとは
…。自分らしく生きるとは…。
　世間的な「有意義」や「価値」に縛ら
れた生き方から脱し、日常に「遊び」
を取り戻すことで自分の生きる意味
を見つめ直します。
時 �２月16日、３月２

日・16日　木曜日　　
　 19時半～21時 15分　
　 全３回
場 �柳沢公民館
対 �概ね20～50代までの市内在住・

在勤・在学者を優先
定 �会場30人、オンライン20人（申込順）
内 ��①仕事と生きがいの関係性
　 ②心の声と身体のサイン
 　��③文化・芸術の味わい方、見極め方
講 ����泉谷閑

か ん

示
じ

※オンライン登壇
　 �（精神科医、音楽家、評論家。『仕事

なんか生きがいにするな』、『「う
つ」の効用』、『「普通がいい」とい
う病』、『思考力を磨くための音楽
学』など著書多数）

　 �林  恭子※第1回コーディネーター
　 �（一般社団法人ひきこもりUX会

議代表理事）
申 �２月２日（木）14時から電話か市HP

（申込フォーム）で柳沢公民館へ

仕事なんか
　　生きがいにするな
～生きる意味を再び考える～

ライフデザイン講座柳沢

今月号に掲載の講座一覧は、市ホー
ムページでもご覧いただけます。
詳細情報やチラシを
掲載している講座も
ありますので、ぜひご
確認ください。

市ホームページをご活用ください！

・�駐車場はございません。車での来場はご遠慮ください。ロビーの休憩スペースは
設けておりません。

・�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントの中止や変更となる場合が
あります。

　�詳細は、公民館で配布のプログラムをご覧いただくか、ひばりが丘公民館にお問
い合わせください。※�各サークルの展示期間について

はお問い合わせください 〈主催〉�第14回ひばりが丘フェスティバル実行委員会 ・ ひばりが丘公民館

発表の部
★①～④　各サークル終了後　客席入替制　
① 10：05 ～ マンドリンアンサンブル　ひばり 定員４８人
② 10：35 ～ o

オ ト ノ ワ メ ゾ ン

tono 〇 maison ひばりが丘 F
フ ァ ミ リ ー

amily
 （キッズダンス・ストリートダンス） 

定員５０人

③ 11：05 ～ 女声コーラス　ビバーチェ 定員４４人
④ 11：35 ～ ひまわり（コーラス） 定員４０人
★⑤～⑫　入退場自由   　※演目によって制限あり 定員５５人
⑤ 12：10 ～ 赤いレイ（ウクレレ）
⑥ 12：40 ～ 手話サークル　こみっと Jr.（手話歌）
⑦ 13：10 ～ ひばりが丘ギターアンサンブル
⑧ 13：40 ～ 朗読「草の会」
⑨ 14：10 ～ フルーツパフェひばり（フルート）
⑩ 14：40 ～ 朗読劇の会　りふれ
⑪ 15：10 ～ 素敵にマイライフ（コーラス）
⑫ 15：30 ～ オカリナ「風の丘」

展示の部　ロビー 　※２月下旬から順次展示
◎ 絵手紙　蔕

へ た

の会
◎ 折りづるの会（折り紙）
◎ 水墨画を楽しむ会
◎ つるし飾りを楽しむ会
◎ 和紙ちぎり絵　「瑞

ず い

雲
う ん

の会」
◎ ひばりが丘公民館主催講座報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※�後日確認メールを送ります。届かない場合は
お手数ですが、電話でお問い合わせください。



▼
東
伏
見
駅
は「
ち
ょ
こ
っ
と
駅
散

歩
」に
は
絶
好
の
駅

　

昭
和
２
年
に
上
保
谷
駅
と
し
て
開

業
し
、昭
和
４
年
の
東
伏
見
稲
荷
神

社
創
建
に
合
わ
せ
て
、駅
名
を
東
伏

見
駅
に
改
称
し
ま
し
た
。

　

北
口
か
ら
は
、保
谷
駅
に
通
じ
る

「
か
え
で
通
り
」が
延
び
て
い
ま
す
。

南
口
西
側
に
は
東
伏
見
稲
荷
神
社
へ

と
向
か
う
一
の
鳥
居
が
あ
り
、そ
の

先
に
二
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。以
前

は
桜
の
木
が
豊
か
に
あ
り
ま
し
た

が
、な
く
な
っ
た
今
で
も
参
道
の
面

影
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　

駅
の
東
に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

や
早
稲
田
大
学
の
東
伏
見
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
る
文
教
地
区
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。石
神
井
川
に
向
か
っ
て
下
っ

て
い
く
と
馬
術
部
の
馬
場
な
ど
も
あ

り
、散
歩
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。川
の
中
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
、湧
水
が
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
見
ら
れ
、時
々
練
馬
区
に
あ
る

武
蔵
関
公
園
に
住
む
カ
ワ
セ
ミ
が
下

を
飛
ぶ
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
下
野
谷
遺
跡
公
園

　

駅
北
口
に
１
基
、南
口
に
３
基
、下

野
谷
遺
跡
の
マ
ス
コ
ッ
ト
、し
た
の

や
ム
ラ
の「
し
ー
た
」と「
の
ー
や
」と

そ
の
家
族
の
か
わ
い
ら
し
い
ブ
ロ
ン

ズ
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。駅
南
口
に

あ
る
家
族
像
に
は
ス
ピ
ー
カ
ー
が
備

わ
っ
て
い
て
、下
野
谷
遺
跡
の
案
内

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す（
写
真
）。

こ
こ
か
ら
南
へ
石
神
井
川
を
渡
り
、

急
な
坂
を
上
が
る
と
下
野
谷
遺
跡
公

園
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

　

こ
こ
は
縄
文
時
代
中
期（
今
か
ら

約
５
千
年
前
か
ら
４
千
年
前
）の
環

状
集
落
で
、南
関
東
で
は
傑
出
し
た

規
模
と
内
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。平

成
２７
年
３
月
に
一
部
が
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。出
土
し
て
い
る
土

器
か
ら
分
か
る
集
落
の
継
続
期
間
は

約
１
千
年
間
と
非
常
に
長
く
、ま
た

住
居
跡
や
土ど

坑こ
う

が
密
集
し
て
見
つ

か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、石
神

井
川
流
域
の
拠
点
と
な
る
集
落
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。出
土
さ

れ
た
多
く
の
土
器
な
ど
は
西
原
総
合

教
育
施
設
内
の
郷
土
資
料
室
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
公
園
の
崖
か
ら
は
石
神
井
川

が
見
下
ろ
さ
れ
、低
地
に
は
早
稲
田

大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
広
が
り
、そ

の
向
こ
う
に
は
駅
付
近
の
ビ
ル
が
並

ん
で
い
ま
す
。昔
の「
し
た
の
や
ム

ラ
」を
想
像
さ
せ
る
地
形
で
す
。

▼
詩
人
茨い

ば
ら

木ぎ

の
り
子
の
家

　

下
野
谷
遺
跡
公
園
の
西
側
は
低
地

に
な
り
、東
伏
見
小
学
校
へ
と
続
き

ま
す
。そ
の
坂
を
下
り
る
途
中
、ミ
カ

ン
の
木
の
あ
る
お
し
ゃ
れ
な
家
が
現

れ
ま
す（
写
真
）。こ
こ
は
代
表
作『
自

分
の
感
受
性
く
ら
い
』『
倚よ

り
か
か

ら
ず
』な
ど
で
有
名
な
詩
人
茨
木
の

り
子
の
家
で
す
。昭
和
33
年
に
建
て

ら
れ
た
こ
の
家
に
は
生
活
を
大
切
に

し
た
彼
女
の

ア
イ
デ
ア
が

随
所
に
取
り

入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
医

師
の
夫
、三

浦
安
信
と
住

み
、夫
亡
き

後
79
歳
で
亡

く
な
る
ま
で

48
年
間
暮
ら

し
ま
し
た
。

　

彼
女
は
昭
和
28
年
、川
崎
洋
と
同

人
詩
誌『
櫂か

い

』を
創
刊
し
ま
す
。日
本

を
代
表
す
る
詩
人
の
活
動
の
場
と

な
っ
た
同
誌
に
は
そ
の
後
、谷
川
俊

太
郎
や
大
岡
信
ら
も
加
わ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、旧
保
谷
市
の
平
和
都
市
宣

言
の
起
草
者
で
も
あ
り
、下
野
谷
遺

跡
に
触
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を「
ほ
う
や

の
教
育
」に
寄
稿
す
る
な
ど
地
域
と

の
つ
な
が
り
も
あ
る
文
化
人
で
し

た
。

市内
ち
ょ
こ
っ
と
駅
さ
ん
ぽ
④
〜
東
伏
見
駅
編
〜

　
市
内
５
駅
を
順
に
た
ど
り
、
駅
周
辺
の
特
徴
や
昔
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
ち
ょ

こ
っ
と
地
域
に
気
を
留
め
て
、
日
常
の
風
景
に
新
た
な
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

わ
が
街
を
も
っ
と
知
り
た
く
て

西東京市公民館だより 2023. 2. 1⑶

声の「公民館だより」をお届けしています。知り合いで希望される方がいらっしゃいましたら、谷戸図書館（電話042-421-4545）へお問い合わせください。

　好きな色、好きな花を使って、くら
しを彩る「ハーバリウム」づくりを一
緒に楽しみましょう! 
時 �２月21日（火）　10時～ 12時
場 �谷戸公民館
対 �市内在住・在勤・在学者
定 12人（申込多数の場合は抽選）
講 ��南

な

雲
ぐ も

みさ（日本ハーバリウム協会
認定講師）

￥ 800円（材料費）
※�高さ10 〜 12cm程度のボトル１

本作成
持 �持ち帰り用袋
申 ��２月９日（木）17時までに電話か

メールで谷戸公民館へ

　「ピサンキ」に寄せる思いと技術を
楽しく学びましょう♪
時 �2月10日・17日・24日　金曜日

14時～ 16時半　全３回
場 �田無公民館
対 �市内在住・在勤・在学者
定 12人（申込順）
※�西東京市公民館主催の手芸の講座

に参加されたことのない方優先
講 ��飯野夏実（ピサンキ作家、陶芸家）
持 �材料費300円・筆記用具・飲み物
申 ��2月2日（木）10時から電話かメー

ルで田無公民館へ

　「かつて毎年３月になると、大泉生
まれの瞽女が下保谷に弟子を連れて
来ていた」という記述が保谷市史編
さん委員会編集・出版の「下保谷の
民俗」に記載されています。旧髙橋家
の母屋で瞽女唄を聴き、下保谷の歴
史を追体験しましょう。
時 ��３月２日（木）
　 ①11時～ 12時②14時～ 15時
場 ��下保谷四丁目特別緑地保全地区

（旧髙橋家の母屋）
対 �市内在住・在勤・在学の16歳以上

の方
定 各回25人（申込順）
講 ��小関敦子
申 ��2月6日（月）10時から電話か市HP

（申込フォーム）で保谷駅前公民館
へ

地域講座保谷駅前

瞽
ご

女
ぜ

唄
う た

が聞こえる

くらしを彩る講習会 趣味の講座

ハーバリウムで
生活に彩りをプラス

第 1 弾
ウクライナのエッグアート
「ピサンキ」を作ろう

谷戸 田無

（２００８年/アメリカ/1時間４９分）
監督：フィリダ・ロイド
出演：�メリル・ストリープ
　　　アマンダ・セイフライド　ほか
　ギリシャの小島を舞台に、結
婚式を目前に控えた娘と母親を
めぐる２４時間の一騒動を、歌と
踊りで陽気につづった大ヒット
ミュージカル。
時 �２月８日（水）14時～
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 49人（申込順）
申 �２月２日（木）９時から電話で

柳沢公民館へ
※�座席と入場時間を指定しま

す。原則としてご本人のみの
受付となります。

柳沢

ムービールーム柳沢
「マンマ・ミーア!」

•��自宅での事前検温、マスクの着用、入館
  時の手指消毒にご協力をお願いします。
• 当日、平熱を超える発熱や体調不良があ
  る場合は、来館をご遠慮ください。

来館時・講座参加時のお願い

ハーバリウム（講師作品） エッグアート「ピサンキ」

至天神山･保谷駅 至
石神井公園

富　士
　街　

道

新青梅街道

青梅街道

至
武蔵関駅

武
蔵
関
公
園

溜渕橋石神井川

下野谷橋 馬術部

スケート場

氷川神社

二の鳥居

②茨木のり子邸

伏
見
通
り

都立
東伏見公園

至西武柳沢駅

西東京東伏見トンネル

弥生橋

練
　
　馬
　
　区

①「しーた」と「のーや」の家族像

東伏見
小学校

（

（

東伏見駅

東伏見稲荷参道

坂下橋

東伏見
稲荷神社

下野谷
遺跡公園

エントランスゾーン

早稲田大学東伏見キャンパス
総合グラウンド

至
保谷駅

一の鳥居

茨木のり子邸（地図参照②）

　

没
後
10
年
の
平
成
28
年
、「
生
活

と
創
作
の
場
で
あ
っ
た
こ
の
家
を
地

域
の
文
化
財
と
し
て
残
し
た
い
」と

新
た
に
市
民
団
体
が
発
足
し
、柳
沢

公
民
館
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま

す
。講
演
会
、パ
ネ
ル
展
、朗
読
、合

唱
、会
報
発
行
等
を
通
じ
て
彼
女
の

作
品
と
生
き
方
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
て
い
ま
す
。趣
旨
に
賛
同
す
る
仲

間
は
増
え
続
け
現
在
２
０
０
人
を
超

え
て
い
ま
す
。

南口にある「しーた」と「のーや」とその家族
のブロンズ像と東伏見稲荷神社の一の鳥居

（地図参照①）



時とき　場ところ　対対象　定定員　内内容　講講師　¥ 費用等　保保育　持持ち物　申申込　連連絡
声の「公民館だより」をお届けしています。知り合いで希望される方がいらっしゃいましたら、谷戸図書館（電話042-421-4545）へお問い合わせください。

西東京市公民館だより2023. 2. 1 ⑷

※金額の記載がないものは無料です。

4月1日号の原稿締切は、2月
20日（月）です。

公民館運営審議会
　傍聴をご希望の方は、事前に申
し込んでください。
時 �２月15日（水）18時半～
場 柳沢公民館
内 事業計画・報告について　ほか
申 電話で柳沢公民館へ

お
た
の
し
み
川
柳
今
月
の
お
題「
保
谷
」

氏
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
近
く
の
公
民
館

に
郵
送
、
メ
ー
ル
、
持
参
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

茄
子
胡
瓜
の
ぞ
き
買
い
込
む
無
人
小
屋　
　
　

佗
助

終
電
車
保
谷
止
ま
り
が
住
む
決
め
手　
　
　
　

て
つ
ろ

旧
友
の
便
り
今
で
も「
保
谷
市
」で　
　
　
　
　

夢
追
旅
人

（「
平
和
」の
文
字
を
入
れ
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
）

（
西
東
京
市
は
、４
月
１２
日
を「
西
東
京
市
平
和
の

日
」と
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
）

２
月
24
日
㈮

締　
切

「
平
和
」

４
月
号
テ
ー
マ

申 田無公民館のみ事前申込が必要です。
　 3月17日（金）17時までに電話かメールで田無公民館へ
※�田無公民館以外の公民館については、直接、会場へお越しください。

　ZUMBAというダンスフィット
ネスを知っていますか？ラテンのリ
ズムに乗って楽しく体を動かしなが
ら、トレーニングする有酸素運動で
す。他のエクササイズと違い、指導者
は言葉でステップの種類などを指示
してはいけない決まりがあり、全て
ジェスチャーで指示を出します。例
えば、指を2本立てて頭の上で円を
描くと「その場で2回まわって！」の
合図です。そのような指示が、障がい
をもった人たちにとって伝わりやす
く、またラテンのリズムが気持ちを
乗りやすくするために、誰でも入り
やすいフィットネスと言えます。
　そんなZUMBAの特徴を生かし、 

保谷駅前公民館では2018年に「障が
いのある人と共に楽しむ講座」を実
施。その講座から生まれたサークル
が「ばいらバイラ」です。
　毎月１回、第1木曜日の18時半から
1時間、20人ほどのメンバーで活動
しています。スタート時点では知的
に障がいのある人と、一般の人だけ
だった「ばいらバイラ」ですが、現在
は身体に障がいのある人の参加や、
1年ほど前からは、聴覚に障がいの
ある人の参加もあります。
　今年が年女、年男、卯年生まれの荻
野鈴

り ん

子
こ

さん、重
か さ

松
ま つ

麦
む ぎ

さんに「ばいらバ
イラ」の魅力について聞いてみました。
荻野：「ばいらバイラ」の活動は大好
きです。コロナで中止になった時は寂
しかったです。音楽も大好きだし、思
い切り体を動かせるのが嬉しいです。
重松：ぼくも大好きです。みんなと
一緒に踊れるのが最高です。
　そんなコメントを聞きながら嬉し

そうに微笑む講師の米本由美さん
は、「5年間続けてきて嬉しいのは
初期からのメンバーが継続してくれ
ていることです。個性的なメンバー
が自分のペースで楽しめているのが
伝わってきます」と話しました。

◆利用者懇談会日程

利用者懇談会のお知らせ

　公民館市民企画事業は、市民に多
様な学習機会を提供することを目的
に、市内の自主グループが企画・運
営する事業を、審査の上、自主グルー
プと公民館の共催事業として実施す
るものです。この制度を利用できるの
は、その年度の説明会に参加した自
主グループです。令和５年度公民館市
民企画事業第１回説明会は、下記の
日程で行います。
　実施期間や申請期間等については
３月１日号をご覧ください。
時 ���①３月１日（水）10時～ 11時半
　 ②３月２日（木）19時～ 20時半
場 柳沢公民館
※直接、会場へお越しください。

令和５年度
公民館市民企画事業

第１回説明会大正琴クローバー
月２回月曜日／９時半～ 12時半／
保谷駅前公民館／月額3,000円／

保谷着付研究会
第１・３金曜日／ 10時～ 12時／住
吉第２市民集会所／入会金1,000
円・月額2,000円（初回無料）／

マダム・ポット（ストレッチ体操・
リズム体操）
毎週火曜日／ 10時半～ 12時／柳沢
公民館ほか／入会金1,000円・月額
2,000円／

墨
す み

礼
れ

会
か い

（書道）
月２回木曜日／ 10時～ 12時／保谷
駅前公民館／入会金1,500円・月額
1,500円／

田無トリム（健康体操）
月４回木曜日／ 10時～ 11時45分／
田無公民館・総合体育館ほか／入会
金1,000円・月額1,500円／

銀
ぎ ん

峰
ぽ う

会
か い

（書道）
第１・３月曜日／９時半～ 12時／
富士町福祉会館／月額2,300円／
60歳以上対象／

多摩写友会（写真の講評会など）
第３木曜日／ 18時半～ 20時／田無
公民館／入会金1,000円・年額8,000
円／

サークル
から 会員募集

館　名 日　時
保谷駅前 ３月４日(土)14時～
芝久保 ３月11日(土)14時～

ひばりが丘 ３月18日(土)10時～
谷戸 ３月18日(土)14時～

田無

３月25日(土)
①�地下の団体連絡箱希望団体９時半～
②�２階の団体連絡箱29 ～ 56番（下２段）希望団体10時

45分～
③�２階の団体連絡箱１～ 28番（上２段）希望団体12時～

柳沢 ３月26日(日)
①小ロッカー希望団体 10時～　②その他　13時半～

団体連絡箱使用申請を受け付けます
　利用者のみなさんと一緒に、より
よい公民館の運営について考える利
用者懇談会を開催します。
　併せて、令和５年度の団体連絡箱
の使用を希望する団体の調整も行い
ます。使用を希望する団体は、申請書

を提出の上、必ずご参加ください。
◆団体連絡箱申請期間
２月１日（水）～２月24日（金）
※最終日は17時まで
※�使用を希望する公民館へ申請書を

提出してください。申請できるのは、
活動拠点としている１館のみです。

コロナ禍・オリパラ・ウクライナが
もたらす「新しい移動」
－自転車利用環境から見るライフス
タイルの変容－

緑・住環境どうなる、保谷３・４・
６道路ちょっと待ってよの会

　省エネや健康志向、さらにコロナ
禍等でライフスタイルが変化。移動
手段も変化。けれど交通環境整備の
設計は古すぎ！ という課題を考えま
す。
時 ���３月５日（日）　14時～ 16時半
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 50人（先着順）
講 �小林成基（ＮＰＯ法人自転車活用

推進研究会理事長）
連

市民企画事業／事業案内
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UMBAUMBAでつながる地域共生社会の輪‼でつながる地域共生社会の輪‼ ばいらバイラサークル紹介

個性あふれるメンバーたち

　公民館運営審議会委員（社会教育
の関係者〈公募市民〉）を募集します。

【審議会の職務】
公民館長の諮問に応じ、公民館事業
の企画実施につき、調査審議する。

【会議数】年10回
【資　格】18歳以上の市内在住・在勤・
在学者

【募集人員】２人
【選考方法】作文による選考
「西東京市公民館に期待すること」を

1000字程度にまとめ、住所・氏名・
生年月日・電話番号を明記し、２月
24日（金）から３月３日（金）（消印有
効）までに、〒202-0022柳沢１－15
－１柳沢公民館へ郵送、または持参

（持参の場合は、平日の９時～ 17時）
【報　酬】１回１万800円
【任　期】令和５年５月１日～
令和７年４月30日（２年間)

【連絡先】柳沢公民館

公民館運営審議会委員募集

　公民館だより第260号（令和5年1月1日発行）2面記載の「ドキュメンタ
リー映画上映会」の記事における、出演者について漢字誤りがありました。
正しくは次のとおりです。お詫びして訂正します。

（正） 関野　吉晴　　　（誤） 関野　吉春 

お詫びと訂正


